
 

注）本様式は、全ての変更契約の起案書に添付すること。なお、契約金額が 250 万円を超える工

事で契約金額の変更を伴うものについては、法に基づき公表するので、このファイルを契約検

査課に提出すること。 

様式５ 

 

工事請負契約の変更理由等 
（契約金額の変更を伴うもの） 

（発注担当課：下水道施設課） 

１ 工 事 名 ： ３１－７公共（大谷本郷）汚水管渠築造工事 

 

２ 工事場所 ： 上尾市大字大谷本郷地内 

 

３ 工  種 ： 土木一式工事 

（建設業法上の28分類） 

 

４ 変更契約内容 

 変 更 前 変 更 後 

工 期 
令和元年１１月 ８日から 

令和２年 ２月２８日まで 

令和元年 ―月 ―日から 

令和２年 ３月１９日まで 

契約金額 

（税込） 
１５，９５０，０００  円 １５，８７１，９００  円 

工事概要 

工事延長         212.2m 

汚水管布設工（φ200）   205.9m 

アルミ矢板土留2.0m     47.0m 

アルミ矢板土留2.5m       18.7m 

組立1号マンホール設置工  7箇所 

組立塩ビマンホール設置工 3箇所 

取付管工         31箇所 

付帯工           1式 

 

 

工事延長         220.9m 

汚水管布設工（φ200）   213.7m 

アルミ矢板土留2.0m      4.0m 

アルミ矢板土留2.5m        8.0m 

組立1号マンホール設置工  6箇所 

組立塩ビマンホール設置工 6箇所 

取付管工         32箇所 

付帯工           1式 

（新規）組立楕円マンホール設置工  1箇所 

（新規）仮設道路撤去工   １式 

５ 変更理由 

 

本工事においては、下記の事由により数量の増減が生じるため、変更する。 

・事前試掘調査を行った結果、3115、3117、3121 路線において既設埋設管が錯綜し

支障となるため、汚水管布設位置及び汚水管布設延長を変更する。また、汚水管布設

位置の変更に伴い管路土留工を変更する。 

（汚水管布設延長 7.8m 増、アルミ矢板土留 2.0m L=43.0m 減、アルミ矢板土留 2.5m 

L=10.7m 減、） 

・3115 路線においては、既設雑排水管の取付管が支障となり、組立１号マンホールが

設置できないことから、組立楕円マンホールへ変更する。 

（組立 1 号マンホール 1 箇所減、（新規）組立楕円マンホール 1 箇所増） 

・３１１７路線においては、地権者との協議により、汚水管布設位置を上流へ延伸す

る。（汚水管布設工 L=8.5m 増） 

また、先行工事により、既設 No.3116-1、No.3118-1、No.3126-1 マンホール位置の

変更に伴い、汚水管布設線形に変更が生じたことから 3115、3117、3125 路線に組立

塩ビマンホールを設置する。（組立塩ビマンホール 3 箇所増） 

・本工事も含め、大谷本郷地区の下水道工事で使用していた仮設道路の撤去を地区の

工事完了に伴い追加する。 

・競合する下水道工事の進捗に遅れが生じたため、本工事の着手に時間を要した。ま

た、仮設道路撤去工事の追加により、施工日数を要することから、工期を延期する。 

以上のことから、減額変更及び工期を延期する。 

 

 

 


